
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和元年度第１回武蔵村山市緑化審議会 

開 催 日 時 令和元年７月２６日（金） 午後２時００分～午後４時００分 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：宮林 茂幸委員、細岡 晃委員、布田 傑委員、 

田中 博美委員、池邉 かよ子委員、 

出席者：須田 俊男委員、石井 富男委員（出席者７人） 

欠席者：濱浦 秀幸委員（欠席者１人） 

事務局：環境課長、環境課係長（公園緑地係）、 

環境課主任（公園緑地係）（事務局３人） 

議 題 

１ 会長・副会長の互選について 

２ 緑化や美化推進などに貢献したグループや個人への表彰制度について 

３ その他 

結 論 

（決定した方

針、残された問

題点、保留事項

等 を 記 載 す

る。） 

議題１：宮林茂幸委員が会長に、須田俊男委員が副会長に選任された。 

議題２：継続審議とし、次回までに事務局が情報収集等を更に進める。 

議題３：なし（その他で２点の報告を行った。） 

審 議 経 過 

（主な意見等を

原則として発言

順に記載し、同

一内容は一つに

まとめる。） 

◎会 長 

○委 員 

●事務局 

議題１：会長・副会長の互選について 

●☆会長及び副会長については武蔵村山市緑化審議会規則第２条の規定に 

基づき、委員の互選により決定することとなっている。 

◯ 事務局の案はあるか。 

● 事務局案として、会長を宮林委員に、副会長を須田委員にお願いした

いと考えている。 

◯ 事務局案を承認する。 

 

議題２：緑化や美化推進などに貢献したグループや個人への表彰制度につ

いて 

●☆本市の表彰制度、他市の先進事例、都道府県の表彰制度等を説明し

た。 

◯ 市が表彰するとしたら、どのようなことを対象とするのか。 

● 平成２８年度に絆ベンチ設置事業に対する御寄附をいただいた方が本

市の一般表彰を受けた経緯がある。市内の小学校で夫婦共に長年教員と

して勤められ、退職の記念に絆ベンチ１基に相当する金額のふるさと寄

付を行い、市ではこれに基づき雷塚公園に絆ベンチを設置した経過があ

る。現在、このような行為が表彰の対象となるのではないかと考えてい

る。 

なお、絆ベンチ設置事業は東京都が実施している「思い出ベンチ事

業」を参考に実施している。 

◎ 提供いただいた情報の他に、緑の学術賞などの国の表彰規定や、子供

たちに対して緑の少年団など多種の表彰がある。事務局において更に情

報収集を進めるべきではないか。その結果を踏まえて更に議論を深めて

いきたい。 

● 今後、事務局が緑化や環境美化などへの貢献事業について、情報収集

を行う。 



◎ それでは継続審議とする。 

    

議題３：その他（報告事項） 

● ビオトープ施設の整備について、当初予定していた雷塚公園から中原

公園に場所を変更して実施する。 

  クビアカツヤカミキリについて、桜の木を枯らす外来種であるが、福

生市内でも目撃情報があったとの情報が入った。本市にも桜の名所があ

るので、桜が枯れるようなことが無いように、防除に取り組む必要が

る。 

―以上― 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者： ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課  協働推進部 環境課 （公園緑地係）（内線：２６２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


